
④体腔鏡手術 く15技術）  平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）  

診療  番∃ 先進医療技術名称  

＿．＿＿．－          科  号  現   行  †‾■‾‾■‾ 新技術名（案）   症修正案   

ー絨毛膜性双胎妊娠において  
発症した双胎間輸血症候群に  
対する内視鏡的胎盤吻合血管  

候群に羅患した－  

56     レーザー焼灼術（双胎間輸血  内視鏡的胎盤吻合血管レーザ   妊娠症例（妊娠16 限る 
産 婦  
人  

。）  

科  

腹腔鏡下子宮体がん根治手術  
類Ib期までの子  

の子宮体がんに係るものに限  81   】（手術進行期分類Ib期まで  腹腔鏡下子宮体がん根治手術       ＝る。）  
摘発胱尿管逆流症に対する腹腔  
‡慧這誓雷雷諾メ讐賢苦慧  
47  症（国際分類グレ  

高度逆流症を除く。）に係るも  逆流症を除く。）  

のに限る。）   

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リン  
パ節転移に対する腹腔鏡下リ  
ンパ節郭清術（泌尿生殖器腫  後腹膜リンパ節転移に対する  瘍（リンパ節転移 ンパが  49         ノ節転移疑  
上リンパ節転移が疑われるも  限る。）  

のに係るものに限る。）   

泌   
尿 器  胱腫瘍、後腹膜腫   
科   腹膜腫瘍、後腹膜リンパ節腫  ノンパ節腫瘍（精  
76  

術  リンパ節腫癌（泌  
腫瘍（泌尿器がんから転移し  車云移したものに限  

る。）  

i   l  

膀胱尿管逆流症又は巨大尿管症  
103 ‖   

腹腔鏡下根治的膀胱全掃除術  
104   （浸潤性膀胱がんに係るもの  
に限る。）  

診療  番圭  先進医療技術名称  

科  号 現 行  ぎ‾】‾】‾】■‾……◆▼【‾‾‾‾‾‾】■‾酬‾「’‾川〝‘‾‾‾■‾】‾‾－‘‾■－－■‾1‾■肌－■‾‾】】】‾一‾         新技術名（案〉   適応症修正案  

助下膵体尾部切除又    膵内分泌系腫瘍その他の膵良性  
4  又は低悪性腰痛  

消   

化 器 外  直腸脱  

科   

l   

‖  
102   
． 

限る。）   

内視鏡下筋膜下不全穿通枝切 離術（下肢慢性静脈不全症（下   

下肢憶性静脈不全症（下腿の広  
腿の広範囲の皮膚に色素沈  範囲の皮膚に色素沈着、硬化若  
着、硬化若しくは萎縮が起こ  しくは垂縮が起こり、又は潰瘍  

内視鏡下筋膜下不全穿通枝切  
89  により穿通枝の血液が逆流して  

離術  いることが確認され、かつ、従  
血 管  来の外科的治療法の実施により  
外  根治性が期待できないものに限   

る。）  科   芦だ漂誓言孟だ㌫宝3に限る。）  
動脈管開存症（最大径が十ミリ  

脈管開存症に係るものに限  101  鏡下動脈管開存症手術    ⊆メートル以下であって、石灰化、 感染又は癌化していない動脈管  
る。）  

経皮的レーザー椎間板減圧術 

田   
のに限る。）   

鏡視下肩峰下腔徐圧術（透析  

アミロイド肩関節症又は腱板  

肩インビンジメント症候群  

整 形 外  
科   

至硬膜外腔内視鏡による難治性j  

腰椎椎間板ヘルニア、腰部脊椎  
硬膜外腔内視鏡による難治性   管狭窄症又は腰椎手術の実施後  

腰下肢痛の治療   の腰下肢痛、（保存治療に抵抗性  
のものに限る。）   
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平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）  ④体腔鏡手術 （15技術）  

ト03当該診療科の経験年数  Ⅰ．実施責儀医師の要件  

Iul診療科く医師）  療科  番号   先進医療技術名称   現 行  －   修正案   

10年以上  

亨， ・t  lo年以上  （変更なし）  
覇   8年以上  l  10年以上  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   5年以上   （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   10年以上   （変更なし）   

四  桂皮的レーザー椎間板減圧術  5年以上  

芳 外           30  鏡視下肩峠下腔徐圧術  l5年以上   

科  37  硬膜外腔内視鏡による難治性腰下肢痛の治療  10年以上   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  5年以上  

人  

l  

科   5年以上   （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  5年以上   （変更なし）  

泌 尿  
（変更なし）  

器  5年以上   （変更なし）  

科  5年以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   5年以上   （変更なし）   

診療科  寺号   先進医療技術名称  ■  現  行  修正案   

消化器科又は外科   消化器外科  

外科  消化器外科  
消化器外科   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   血管外科又は心臓血管外科   （変更なし）  

101  胸腔鏡下軌脈管開存症手術   心臓血管外科   （変更なし）   

田  桂皮的レーザー椎間板減圧術   整形外科又は脳神経外科   （変更なし）  

盤 形 閲           30  鏡視下肩峰下腔徐圧術   整形外科   （変更なし）   

科  37  硬膜外腔内視鏡による難治性腰下肢痛の治療  整形外科又は麻酔科   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  
人  

科   産婦人科   

ト（変酌し）  

（変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  泌尿器科   （変更なし）  

泌  
尿  

泌尿器科   （変更なし）  

器  泌尿器科   （変更なし）  

科  泌尿器科   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全掃除術   泌尿器科   （変更なし）   

ト04当該技術の経験年数  

診療科  番号   先進医療技術名称   現  行   修正案   

5年以上   （変更なし）  

†． 、‡  3年以上   2年以上  

召   2年以上   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   1年以上   （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   2年以上   （変更なし）   

11  経皮的レーザー椎間板減圧術   5年以上   （変更なし）   

盤          閲 外  5年以上   3年以上  

科   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし）  

人  

科   3年以上   （変更なし）   

47  膜胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  3年以上   （変更なし）  

泌  
尿  

（変更なし）  

器  1年以上   （変更なし）  

科  1年以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   2年以上   （変更なし）  

ト02資格  

診療科  手号   先進医療技術名称  L  

現  行   修正案   

消化器外科専門医   （変更なし）  

引 、イ  40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術       69  腹腔鏡下直腸固定術   消化器外科専門医   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   消化器外科専門医   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   外科専門医   （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   心臓血管外科専門医  （変更なし）   

整  
整形外科専門医又は脳   （変更なし）  
神経外科専門医  

形 外  整形外科専門医   （変更なし）  

科   
外科書門医   

産 婦  56  一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  小児外科専門医又は産 婦人科専門医  小児外科専門医、産婦    輸血症候群に対する内視鏡的胎盤吻合血管レ   人科専門医又は周産期  人  
ーザ一炊灼術  

科  
（新生児）専門医  

81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   産婦人科専門医   （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  泌尿器科専門医   （変更なし）  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  

泌尿器科専門医   （変更なし）  

器 科  ！泌尿器科専門医   （変更なし）  

103  腹腔鏡下膀胱内手術   i泌尿器科専門医   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的勝胱全摘除術   ■泌尿器科専門医   （変更なし）   
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平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）  ④体腔鏡手術 （15技術）  

ト05当駿技術の経験症例数  
Ⅱ．医療機瀾の妻件  

Ⅰ帝1診療科（医療機関）  
診療科  番号≡  先進医療技術名称  現 行  修正案   

膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切  助手又は術者として20例以  助手又は術者として10 上 
消 化  例以、うち術者として 計例以上  

器 外  術者として3例以上   （変更なし）  

科   助手又は術者として7例以 上、うち術者として2例以上  （変更なし）   
89  ∃内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  術者として5例以上   （変更なし）  

斗管           101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  
助手又は術者として15例以  
上、うち術者として5例以上  （変更なし）   

整  
形 外  卜助手又は術者として20例以  

仕、うち術者として10例以上  術者として10例以上  

科   
又はして20以  術者として10例以上  

37   

産 タ昂 人  科  

81  E腹腔鏡下子宮体がん根治手術   術者として5例以上   （変更なし）   

逆流防止術   47  膀月光尿管逆流症に対する腹腔鏡下  助手又は術者として10例以  （変更なし）      上、うち術者として5例以上  

器  
泌 尿   

科  （変更なし）  

103  腹腔鏡下膀月光内手術   術者として3例以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   術者として5例以上   （変更なし）   

■療租  番号   先進医療技術名称   現  行   2 修正案   

消化器外科  
消化器科又は外科、及び麻酔科   及び麻酔科  

臨 斗イ  40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術        69  川夏腔鏡下直腸固定術   外科及び麻酔科   巨（変更なし）  

102  ∃腹腔鏡下スリープ状胃切除術   消化器外科、麻酔科及び内科  （変更なし）   
89  室内祝鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   血管外科又は心臓血管外科   （変更なし）  

斗           101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   心臓血管外科、麻酔科及び小児科  ．（変更なし）   
ヨ墜  田  経皮的レーザー椎間板減圧術   整形外科又は脳神経外科   芦（変更なし）   

形 タト  整形外科及び麻酔科   （変更なし）  

科   ．（変更なし）   

産    一紙毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  実施医師が小児外科の場合は小児 外科、産科及び麻酔科、実施医師 が産科の場合は小児科 
人  、産科及び 麻酔科  科  
81  ！腹腔鏡下子宮体がん根治手術   産婦人科及び麻酔科   （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  泌尿器科   芦（変更なし）  

泌  
尿  

泌尿器科及び麻酔科   （変更なし）  

器  泌尿器科   （変更なし）  

科  泌尿器科  （変更なし）  

1叫  腹腔鏡下根治的勝胱全掃除術   泌尿器科   （変更なし）   

Ⅱ－02実施診療科の医師数  

診療科  番号   先進医療技術名称   現 行  修正案   
40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術   常勤医師3名以上   （変更なし）  

引 斗イ           69  腹腔鏡下直腸固定術   常勤医師2名以上   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリャプ状胃切除術   常勤医師2名以上  なし）   
89  ∃内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   常勤医師2名以上   （変更なし）  

斗  常勤医師1名以上   （変更なし）   

盤  田  一経皮的レーザー椎間板減圧術   常勤医師3名以上  【（変更なし）   

閲 外  30  鏡視下肩峰下腔徐庄術   常勤医師3名以上   （変更なし）   

科  37  硬膜外腔内視鏡による難治性腰下肢痛の治療  常勤医師3名以上   ≡（変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし）  

人  

科   常勤医師3名以上  書常勤医師2名以上   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術】  常勤医師2名以上   （変更なし）  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  常勤医師2名以上   （変更なし）  

器  常勤医師1名以上   （変更なし）  

科  常勤医師2名以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術  常勤医師2名以上   （変更なし）  

ト06その他（医師）  
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平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）  ④体腔鏡手術 （15技術）  

Ⅰ一05病床   数   

療科  番号   先進医療技術名称   現  行   】   修正案   

40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術  20床以上  

引 、（           69  腹腔鏡下直腸固定術   20床以上   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   20床以上   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   20床以上   （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   100床以上   （変更なし）   

亜  1床以上   （変更なし）  

形 外  20床以上  

科   1床以上   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  l（変更なし）  

人 科   

81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   1床以上   （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  1床以上   （変更なし）  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  

1床以上   （変更なし）  

器  1床以上   く変更なし）  

科  20床以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全掃除術   20床以上   （変更なし）  

正一03他診療科の医師勤   

先進医療技術名称  診療科  番号  現  行  修正案   
辟酔科医師1名以上及び病理医  

消  1名以上   
化  上  

器  巨麻酔科常勤医師1名以上   （変更なし）  

外   
102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   

麻酔科医師1名以上、内科医師  内科医師1名   
1名以上   以上  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  （変更なし）   

田  経皮的レーザー椎間板減圧術  （変更なし）  

整 形   麻酔科医師1名以上   （削除）  

外 科  

実施医師が小児外科の場合は産  
一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間   科医師1名以上及び麻酔科医師   

産  56  
婦   
人  

合は小児科医師1名以上及び麻  

科  酔科医師1名■以上   勤医師  

81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   
麻酔科医師1名以上、病理医1   （変更なし）   
名以上  

47  膀胱尿管逆流症に対する掛空鏡下逆流防止術  麻酔科標梼医1名以上   （変更なし）  

泌  
尿  1名以上  

（変更なし）  

器  麻酔科横棒医1名以上   （変更なし）  

科  麻酔科標樟医1名■以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   麻酔科標楊医1名l以上   （変更なし）   

Ⅱ－04その他医療従事者の配薗  

診那斗  番号   先進医療技術名称  
卜  
現  行  

■   
修正案   

消  臨床工学技士1名以上  

化  臨床工学技士1名以上  （変更なし）  

器  臨床工学技士1名以  
外  
科   

上、管理栄養士1名以  
上   

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  臨床工学技士1名以上  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   臨床工学技士1名以上  （変更なし）  

盤  
11  経皮的レーザー椎間板減圧術   臨床工学技士1名以上  （変更なし）  

形 外  臨床工学技士1名以上  

科   臨床工学技士1名以上   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦 人  
ーザー焼灼術   

科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術  臨床工学技士1名以上   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  臨床工学技士1名以上  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  臨床工学技士1名以上  
泌 尿  

器 科  臨床工学技士1名以上  

103  腹腔鏡下膀胱内手術   臨床工学技士1名以上  （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   臨床工学技士1名以上  （変更なし）   

4侶  



平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）  ④体腔鏡手術 （15技術）  

Ⅱ－07当直体制  Ⅱ－06看護配置  

療科  寺号   先進医療技術名称   現  行   修正案   

40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術   要   （変更なし）  

†． 、イ           69  腹腔鏡下直腸固定術   要   ＝（変更なし）  

102  ；腹腔鏡下スリープ状胃切除術   要   （変更なし）   

89  亡内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   要   （変更なし）  

；日  医師が当直を行っていること）   要（専ら心臓血管外科に従事する   山 ！（変更なし）  

四  経皮的レーザー椎間板減圧術   ！要   （変更なし）   

∃堅          形 外  要   （変更なし）  

科   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  】（変更なし）  

人  
科   
81  弓腹腔鏡下子宮体がん根治手術   要   （変更なし）   

47  ■膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  要   （変更なし）  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  要   】（変更なし）  

器  要   （変更なし）  

科  要   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全掃除術   要   （変更なし）   

診便科  番号   先進医療技術名称   現  行   修正案   

膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵  
40   切除術  

（変更なし）  

三三一●▼一 

l  

≡ 

69   腹腔鏡下直腸固定術  

消 化 器  
（削除）  

外  】こと。）   
科  

i  

102篭腹腔鏡下スリープ状胃切除術  

が、前段の規定にかかわらず、二以上である  
こと。）   

i入院患者の数が10又はその端数を増すご  
竜三手  

室内視那筋膜下不全穿通枝切離 術   覧諸法競耳諾深蒜言姦 定する数に相当する数以上である場合には、  
89   

当該病棟における夜勤を行う看護職負の数  

血  が、前段の規定にかかわらず、二以上である  

管 外  
にと。）   

科  
（削除）   

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  

】   
にと。）  

整  （変更なし）  

形  （変更なし）  

外  
科   変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発  

産 婦 人  
（変更なし）  

科   ！  

81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術  く変更なし）   

膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡  
47   下逆流防止術  （変更なし）  

泌  
尿  変更なし）  

券  

科  （変更なし）  

103  腹腔鏡下膀胱内手術  （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術 ト  （変更なし）  

Ⅱ－08緊急手術の実施体制  

療料  番号   先進医療技術名称   現 行   修正案   

要   （変更なし）  

広 甜  40  童膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術       69  腹腔鏡下直腸固定術   要   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   要   （変更なし）  

89  ；内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   要   （変更なし）   

三三I二  田  経皮的レーザー椎間板減圧術   要   （変更なし）   

閲 外  i要   （変更なし）  

科   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  ‖ （変更なし）  

人  
科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   要   （変更なし〉   

47用勇胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術   要   （変更なし）  

泌  
尿  

要   （変更なし）  

器  要   （変更なし）  

科  要   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   要   （変更なし〉   

5侶   



平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）  ④体腔銃手術 く15技術）  

J－11医療機番の保守管理体制  Ⅱ－09院内検査（24時間実施体制）  

診療科  事号   先進医療技術名称   現  行   修正案   

40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術   要   （変更なし）  

匹 、i 二不           69  腹腔鏡下直腸固定術   要   ‡（変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   要   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   要   （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   要   （変更なし）   

整  田  経皮的レーザー椎間板減圧術   要   （変更なし）   

形 外  要   （変更なし）  

科   （変更なし）   

ー絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし）   

人  
科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   要   （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  要   （変更なし）  

泌尿生殖器腫虜の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  要   （変更なし）  

器  要   ，（変更なし）  

科  要   書（変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膳胱全掃除術   要   （変更なし）   

診療科  番号   先進医療技術名称  現 行  修正案   

要   （変更なし）  

才， 、イ  40  ．膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術       69  蔓腹腔鏡下直腸固定術   要   （変更なし）  

102  i腹腔鏡下スリープ状胃切除術   要   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   要   （変更なし）   

田  経皮的レーザー椎間板減圧術   要   （変更なし）  

盤 形 タト  要   （変更なし）  

科  （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし）  

人  
科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   要   （変更なし）   

47  膜胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  要   （変更なし）  

泌 尿  
（変更なし）  

器  要   （変更なし）  

科  要   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術   要   （変更なし）   

Ⅰ一12倫理委員会による書査体制  Ⅱ一10他の医療機関との連携体制  

療科  番号   先進医療技術名称   現  行   修正案   

消  
化  

40  膵腫瘍に対する鵬助下膵切除術   
要（必要なときは必ず 事前に開催）  l要（届出後当該療養を 初めて実施するときは 必ず事前に開催）  

器  （変更なし）  

外  要（届出後当該療養を  
科  初めて実施するときは  

必ず事前に開催）   

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  （変更なし）   

田  経皮的レーザー椎間板減圧術  （変更なし）  

整 形   
要（必要なときは必ず に  （削除）  

悶 科  
事前開催）  

37  硬膜外腔内視鏡による難治性腰下肢痛の治療  要（必要なときは必ず 事前に開催）  （削除） H   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  要（当該療養を実施す   産  56      （変更なし）  
婦 人  催）  

科  
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   

要（必要なときは必ず に  （削除）   

事前開催）  

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  l‾■   （変更なし）  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌■ 尿  

（変更なし）  

器  （変更なし）  

科  （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的勝胱全播除術  （変更なし）  

診療科  番号   先進医療技術名称   現  行   修正案   

40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術  （変更なし）  

（変更なし）  亨． 、i           69  腹腔鏡下直腸固定術       102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術  （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  （変更なし）   

盤  11  経皮的レーザー椎間板減圧術  （変更なし）   

形 外  （変更なし）  

科   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし）  

人  
科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術  （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  （変更なし）  

泌尿生殖器腫疲の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  

（変更なし）  

器  （変更なし）  

科  （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全播除術  （変更なし）   

6侶  



④体腔鎌手術 （15技術）  平成21年度先進医療 医糖機関の要件（分類別比較）  

J－13医療安全管理委員会の設置  Ⅰ－15その他（医療機関）  

診療科  番号   先進医療技術名称  ■  現  行  修正案   

40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術   要   （変更なし）  

69  腹腔鏡下直腸固定術   要   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   要   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   要   （変更なし）  

101  用朗空鏡下動脈管開存症手術   要   （変更なし）   

盤  田  経度的レーザー椎間板減圧術   ：要   （変更なし）   

形 外  ≡要   （変更なし）  

科   （変更なし）   

ぎー絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
（変更なし）  

産 婦 人 科  56   麿竺震琵誌対する内祝鮒胎盤吻合血管レ  f要 ”     81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術  要   

（変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  i要   （変更なし）  

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対す  
泌 尿  卜要   （変更なし）  

器  要   （変更なし）  

科  要   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀月光全掃除術   要   （変更なし）   

診療科  番号   先進医療技術名称   現  行   F 修正案   

『  40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術   病理部門が設鮭されていること  i（変更なし）   

斗イ  69  川見腔鏡下直腸固定術  ∃（変更なし）  

102  ．腹腔鏡下スリープ状胃切除術   ∃（変更なし）  

89  【内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術   壷（変更なし）   

斗  101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  ゝ  喜（変更なし）   

盤   （変更なし）  

閲 外  （変更なし）  

科   ‘（変更なし）   

ー絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 女吊  ≡（変更なし）  
人  
科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   病理部門が設置されていること  （変更なし）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  （変更なし）  

泌  
尿  

病理部門が設置されていること  （変更なし）  

器  （変更なし）  

科  （変更なし〉  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全掃除術  F（変更なし〉  

Ⅱ－14当鞍技術の実施症例数  

診療科  番号   先進医療技術名称  現  行  修正案   
40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術   10例以上   （変更なし）  

広 、イ           69  腹腔鏡下直腸固定術   10例以上   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術   5例以上   （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  ∃5例以上  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術   ．5例以上   （変更なし）   

整  四  ∃経皮的レーザー椎間板減圧術   巨10例以上   （変更なし）   

形一 外  10例以上   （変更なし）  

科   （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし〉  

人  
科   
81  腹腔鏡下子宮体がん根治手術   10例以上   5例以上   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  己5例以上   （変更なし）  

泌  
尿  5例以上   （変更なし）  

器  3例以上   （変更なし）  

科  3例以上   （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膜胱全摘除術   5例以上   （変更なし）   

7侶  



平成21年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）   
④体腔鎌手術 （15技術）  

Ⅲ－01頻ロの冥   

診療科  番号   先進医療技術名称   現  行  l  修正案   

膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除  
消  の報告   こ全数報告  
化  
器  

5例まで又は4月間は、1月毎の   （削除）  

外  
報告  

科   12月間は、1月毎の報告   
10例までは症例毎  

2   に全数報告   

血 管  

外 科   12月間は、1月毎の報告   （変更なし）  

田  経皮的レーザー椎間板減圧術   
10例まで又は6月間は、1月毎  10例までは症例毎  
の報告   に全数報告   

整 形 闘  
10例まで又は6月間は、1月毎   （削鱒）  

科   の報告  
硬膜外腔内視鏡による難治性腰下肢  10例まで又は6月間は、1月毎  10例までは症例毎  

37          痛の′治療   の報告   に全数報告   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症し   

産 婦 人  
に全数報告  

科   
5例まで又は6月間は、1月毎の   （削除）   
報告  

膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆  
47   流防止術  （変更なし）  

泌  
尿   

（変更なし）  

器  （変更なし）  

科  （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術  （変更なし）   

Ⅱ－02 の  

那斗  書号   先進医療技術名称   現  行   修正案  

40  膵腫瘍に対する腹腔鏡補助下膵切除術  （変更なし）   

y 甜  69  腹腔鏡下直腸固定術   （変更なし）  

102  腹腔鏡下スリープ状胃切除術  （変更なし）  

89  内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術  （変更なし）  

101  胸腔鏡下動脈管開存症手術  （変更なし）   

田  経皮的レーザー椎間板減圧術  （変更なし）  

盤 形 外  （変更なし）  

科  （変更なし）   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間  
産 婦  （変更なし）  

人  

科   ‖ ‾   （変更な．し）   

47  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術  （変更なし）  

泌  
尿  

（変更なし）  

器  （変更なし）  

科  （変更なし）  

104  腹腔鏡下根治的膀胱全掃除術  （変更なし）   
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